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座の中の一つ として誕生 したわけですが,上記のスGlッ?は昭和 44年 と45
年度に東工大に着任 した者ばか bで,まだ生れてほやほやの研究室です｡教授
と助教授は物理出身,ー助手は航空 と機械出が∵八ずつ,そのほかに博士課程の









こには沢山含まれておbますo 遜高憩の核融合 プラズ マと関傭 して,小型の テ
ータピンチ装置も目下製作中で,無衝突 プデズマ,での衝撃波の樟造や,熟ノ化の











的を興味に至るまで,科学 をやる者でなければわか ら覆い楽 しみを満琴 してい
ると大言荘語 しても少 しは うそではあbません｡ (丹生 記 )
高分子物理化学講座









れておb,その中のい くつかは単純マルコフ過程に したが う｡その遷移確率は
重合温度t./C依存するが,発熱反応のため,最初に設定した温度を重合温度とみ
なせ夜い｡そ こで,触媒濃度を変えることによb発熱量を変え,どんを温度を






響なしらべるのが 目的で,重合温度を変えると,エンタル ピー,エン トロピー
をどの熱力学関数が求まるので,それを用いる｡
-4.7ク 1)ロニ ト7)ルとメタク リル酸 メチルのラジカル共重合におけるモノ
マー反応性比の決定
単純マルコフまたは二重マルコフ過程を記述するパラメータであるモノマー
反応性比が従来はベルヌーイ試行の情報の集積から決定 していたO これをマル
コフ過程 に関する情報を用いて直接記述す▲る｡
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